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浅海域における増養殖漁場の開発に関する総合研究

(陸 奥 湾 に お け る ヒ ラ メ ･カ レ イ類 の 標 識 放 流 試 験 )

早川 豊 ･直江 春三

は じ め に

｢浅海域における増養殖 漁場の開発に関する総合研究｣の一環として,陸奥湾においてヒラメ,カt/イ
類の標識放流調査を実施したのでその概要をここに報告する｡

報告に先立ち標識魚の採輔に御協力下さった湾内各漁協の方々に厚 く謝意を表する｡

材 料及び方法

1)人工採苗稚魚 (マコガレイ)の標識放流

昭和 45㌧壁 12月11日,陸奥湾野辺地沖で採捕された親魚かE,人=採苗し,当センターにおいて約

7ケ月間室内飼育したマコガレイ稚魚,全長 3.0-5.1cm (平均 3.9cm)のもの527尾を用いた｡この

うち469尾 (89肇)は色素異常個体 (全体もしくは一部分が白化現象をかこしているもの)であ り,

58尾 (11褒)は正常個体であった｡正常個体全部 と色素異 個体 44尾,計 1∩2尾にはI)AY-GIJ

o色素を1cc注射器で無限側の第1図の部位のところに皮下注入 し,残 り425尾 (80%)は色素異常を

標識とみそして無処理で放流 した｡

放流は昭和 46年6月18日当センターで標識をした後,約 1時間流水中に放置 し,生死の状態を確かめ,

302パンライト水槽に分散収容 し,船外機で約 6Kmはそれた浅虫沿岸の放流現場 (距岸 20が中,水

深 2-3mの砂地)膏で運搬 し,標識終了後約 2時間後に放流 した｡運搬中の菜死魚は浸かった｡

2)天然未成魚および成魚の標識放流

天然魚は昭和46年8月19日に2回,8月20日に3回,及び11月19日に1回の計6回にわた り曳き網に
より採捕した魚類のうち,カレイ類について総計1,097尾を使用 した｡標 識カレイの種類はマコガレイ

(701Jb),マガL,イ(2O%),メイクガt/イ(7%),スナガL,イ(1多),ムシガL,ィ.(la!jO),その他イシガレイ.ヒラ

メ等少々で.これらの全長は 12cm～34cmの範囲で,頻度の高いサイズはマコガレイで,20-26cm,マ

ガ レイで14-20LCmのものであったo漁獲尾数と放流数の割合等について第 1.2,3表に示した.標

識方法は,アンカータグ何標法,デイブテックス注入法,および両者併用法の 3方法を試みたO

曳き網によb漁獲された魚類はすべて船上の250.6水槽 2- 3槽に収容し.ポンプ揚水をかけ流

し状態にして,直ちに活力の良Vlカレイ類のみを選び,全長を測定後標識を付 し放流 した｡放流場所は

第2図に示 したo
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結 果

(1) 再捕奉

人工採苗稚魚については放流後 8月10日まで当該周辺区域で 3回漁獲試験 してみたが,標識魚は 1尾

も再捕できをかった｡また昭和47年 2月末 日現在まで,それらしい異常個体再輔の報告は皆無である｡

天然成魚の標識魚再輔の報告は,2月末現在までに総数 17尾が報告された｡これは放流尾数の1.5Fu

にあたるが,当所で再捕魚を入手 し標識種類,番号を確認した ものは 11尾 (1.0多)であった｡陸奥湾

内においては近年ホクテガイ漁業操業のウエイ トが大とそったためカレイ刺綱漁業の期間も短か く,ホ

クテ施設等によb漁場もせまくをりつつある傾向にあるので,標識魚の再捕状況も長期にわたるものと

推測され.今後も夜か再捕魚が現われると思われる｡再捕確認 1】尾のうちマコガレイが10尾,スナガレ

イ1尾であ り,殆ん どが 11月から12月末に再捕されているのは湾内のマコガレイの盛漁期 (産卵回遊)

がこの時期に当 り,沿岸刺網で集中的に漁獲される為であろう｡

(2) 再捕膏での期間

放流から再捕までの経過期間は今までのところ9日～188日にわたっているが,大部分の ものは 90

- 130日で再捕されている｡

(3) 再捕場所

再捕地点と放流地点とを結んだ線を第2図に示 した｡

考 察

(1) 人=採苗稚魚が全く再捕され浸かったことは,放流尾数が少いこと,稚魚再捕 漁具としてエビ桁綱

･を使用したこと.放流漁場が不適当では夜かったか,あるいは他の場所に移動したか,食害されたの

ではをいか,葱ど色々考えられるが,今後は特に漁具,場所についてよく吟味されをければをら夜い｡

(2) 天然成魚の標識放流については,確実をもの11尾だけの再輔で推論することは危険であるが,マコ

Lガレイの移動がか在り大きいことがわかる｡ マコガレイ親魚は産卵期が近づくと湾の東側では,時計

廻bに湾口部の脇野沢から順次接岸すると操業経験か ら言われており,大島沖放流魚が NE方向の対

岸で再捕されていることは,それを裏書きしているようにも思われる｡ 西側 (青森湾)-の移動はど

のコースを通るか,まだ何とも言えない｡ただ東側よb漁期がややおくれているように感じられる｡

これらの点については更に充分を標識放流試験を重ねると共に,各沿岸の時期別漁獲量資料とあわせ

検討することによってその詳細が推測出来るようにをるであろう｡

(3)マコガレイ天然稚魚の採捕試験も東湾および夏泊半島を中心として数地点で小型地曳網により行なっ

てみたが,時期的に多少かそかった こと,漁具の改良を要するこ とをどのため,放流実験する必要

量の採捕が出来浸かった｡この点は今後とも全湾沿岸について分布を調査する必要がある｡
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第1表 曳網による漁獲尾数と標識放流尾数 (カッコ内の数字)

年 月 日 BB46.8.19 昭46.8.20 BB46.ll.1

9放 流 場 所 大 島 沖 大 島 押

野 辺 地 沖放 流 実 験 A6.1 A6.2 A6.5 J46.4

J46.5 JW.6 計曳 網 時 間 1.0ん 約1.Oh 約1

.5ん 0.5ん 1.0ん no.5h･ヒ ラ メ (1)(154)･(18)(25)(∠)(2)(1) (57)(29)(9)(2)(1) 4 2 5 6 (1)(77

0)(218)(79)(14)(12)(1.)(2)マ コ ガ レ イI マ ガ レ イメ イ タ ガ レイ.tス ナ ガ レ イム シ ガ レ イてヤナギムシガレイイ シ ガ レ イカ レ イ の 一 種ア イ ナ メ 196(188)105(18)24(25).7I (5)88(1)(1)50 壬翌(82)69(64)10(10)6(6)60(2)(1)ll 1さo(129)125(69)12(12)1(1)85(6)414 510(180)79(20

)_121ll15

カ ジ カ 類 45 49 991251コ チ 類 2 2 65カ ナ ガ シ ラ 類マ フ グ- ゼ 類ア ン コ ウ 類ネ コ ザ メホ シ ザ メエ イ 類 1025141155 1711121 564111

5111415イ カ 類タ コ 類マ ダ イ 幼 魚ウ マ ズ ラ- ギシ ャ コ 類 48 19 27計 (185) ( 9
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